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　2010年６月に社長就任から、５年間お世話になりました。皆様から
のご支援とご協力により、大変有意義な時間を過ごさせていただきま
した。ありがとうございました。感謝いたします。

　任期中には、非常にたくさんの新しい事業が展開されました。特に
印象に残る事業は、SIC-3のオープンと台湾ビジネスマッチング（台湾
工業技術研究院との連携協定 + 台湾ビジネスセンター）でしょうか。
正に、ビックプロジェクトでした。前任石川社長時代から準備し、時
間をかけて練り上げた事案でした。SIC進化を象徴するprojectではな
かったかと思っております。もっとも、事業実行は、山本専務やSIC
スタッフが、すべて実行してくれていましたので、私は安心して見守
るだけでした。

　一方で、５年間の決算実績は３勝２敗。残念ながら２期が赤字とな
りました。投資事業での評価損計上が主要因ではありましたが、残念
な結果でした。

　何れにいたしましても、この５年間を過ごさせていただきましたの
は、数々の事業を支えていただきました入居企業、地域企業の皆様、
多様な関係性を発展していただきました関係機関の皆様、たくさんの
建設的な意見を頂きました社外役員の皆様のご尽力によるものです。
そして、事業を実行してくださったSICスタッフの皆さんの情熱ある
パワーで支えられました。

　改めまして、皆様方のご支援に感謝いたします。ありがとうござい
ました。

　最後になりますが、入居企業・
地域企業の更なる成長とSICの益々
の発展を祈念しております。

   　　　　　　　　　　　　　　  この度、中嶋社長の後任として、
                                                                   SICの一員にさせていただきました
                                                                  橋元 雅敏でございます。
         　　　　　　　　　　　　　　どうぞ、宜しくお願いいたします。

                                                                    私は、昭和35年に世田谷区池尻で                                                               
                                                                  生まれました。ちょうど渋谷と三軒
                                                                  茶屋 の中間地点に位置したところで、
                                                                  当時国道246号線 ( 246 ) には路面電
                                                                  車「玉電」が走っていました。池尻
                                                                  の 交差点には、「 明栴湯 」という入
                                                                  母屋造りの銭湯があり、昭和の匂い
                                                                  漂う風 景が今でも懐かしく思い出さ 
                                                                  れます。その後、昭和40年代に入る
                                                                  と「ハイネス池尻」「カーサ池尻」
という高層マンションが建築され、昭和50年代には246に蓋をするよ
うに首都高速道路(３号線)が完成、地下には田園都市線が開通するな
ど、自分の成長とともに町が発展していったのを覚えています。

　そして今、相模原市による産業集積促進方策等の積極的な推進や広
域交通網の整備進展などにより、首都圏南西地域における地域経済の
更なる発展・活性化が大きく期待されています。

　また、2020には56年振りとなる東京オリンピックが開催されること
になり、外国人選手団誘致をはじめ国際交流・ネットワークの拡がり
など南西地域におけるポテンシャルは更に高まる機運を感じています。
そうした中、SICの一員にさせていただいたことはとても有難く、
心より感謝しております。

　ところで、京セラの名誉会長である稲盛氏が“京セラフィロソフィ”
の中で、「地味な努力を積み重ね、その積み重ねの中で創意工夫し、
改善改良を続けていくことが、中小企業が大企業へ変化（成長）を遂
げていくただ一つの方法」だと言っています。

　これから私も、SICの企業理念実現に向けた活動を使命とすると共
に、私自身も成長していく為に、地味な努力を積み重ね、創意工夫の
精神を忘れず、常に自己研鑽に励みながら、何事にも“「心」ある仕
事”を心掛けてまいります。

　甚だ微力ではございますが、SIC入居企業様、地域企業の皆様の成
長と地域経済の発展に貢献できるような様々な支援活動に取り組んで
いきたいと思っておりますので、どうか、宜しくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　株式会社　さがみはら産業創造センター

　　　　　　　　　　　代表取締役社長   　　　

今年もやります！子どもアントレプレナー体験キャンプ 2015 ！
　さがみはら子どもアントレプレナー体験事業は、開催趣旨にご賛同いただいた多くの皆様からのご協
賛により成り立っています。大きな夢を持ち、無限の可能性に溢れた子ども達の育成への皆様のご支援
を心より感謝申し上げます。今年も皆さまからのご協賛をお待ちしています。

　平成２７年６月１２日、弊社第１６回定時株主総会におきまして、橋元　雅敏が代表取締役に就任いたしました。新社長なら
びに退任いたしました前社長の中嶋　隆よりご挨拶申し上げます。

「”心ある仕事 ”を心掛けていきたい」 退任の挨拶
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先日ＳＩＣゴルフコンペが行われました。参加者は、１２名で、大貫小竹国際特許事務所の大貫先生が幹事役としてご尽力されました。
ありがとうございました。今度は、７月２９日（水）” 第３回ＳＩＣ経営者交流会” を予定しています。既にお申し込み頂きました
皆様ありがとうございます。今月号のかわらばんと共に再度ご案内いたします。スタッフ一同、お申込みをお待ちしています。荻島

　　　　　　　★ご意見・ご感想をお待ちしています。   電話 :042-770-9119   FAX:042-770-9077  ホームページ：http://www.sic-sagamihara.jp
　　　　　　　発行元：株式会社さがみはら産業創造センター（SIC)　〒252-0131 相模原市緑区西橋本 5-4-21　E-mail : koho@sic-sagamihara.jp

開催内容等、詳しくはＳＩＣホームページをご覧ください。
ご案内ご案内

≪SIC ミニセミナー　The HINT２３！ ≫
「販路（初級編）」

　　　～ 「ビジネスチャンスを生み出す
　　　　　　　　　　展示会出展の極意！」 ～
　展示会に出展するとき、「何をどうやって準備すればよいのか…」
と分からなくなってしまったり、「高額な経費を使って、もし失敗で
もしたら…」と不安になることもあるかと思います。
　今回のセミナーでは、出展効果を高めるポイント、
ブースプラン、事前の準備、会期中の運営など、
出展担当者の不安を取り除き、出展を成功させ、
ビジネスチャンスを生み出すための具体的なノウ
ハウをこれまでの実経験を踏まえて提供いたします。

● 講　　師　ワンプロモーション株式会社
　　　　　　　代表取締役　櫛間 　一緒 氏
● 開催日時　平成２７年７月１６日（木）１７：３０-１９：００
               　        （個別相談会　１９：００～）
● 会　　場　SIC‐２　大会議室（Ａ）
● 費　　用　無料
●お申し込み・お問い合せ先：
　　SIC-１　担当　飯山・五島（内線 1100）まで

『水素社会の幕開け』

第9回創・蓄・省エネ フォーラム　かながわ環境関連産業ネットワーク

　神奈川県の協力のもと平成 24 年度からエネルギー及び環境関連産
業の更なる振興を図る目的で＜創エネ・蓄エネ・省エネに関わるフォー
ラム＞を開催して参りました。これらのフォーラム開催の中でも、と
りわけ水素・燃料電池に関わる内容の開催のご要望が多く、今回は、国、
県、燃料電池自動車、エネファームシステムメーカー及び様々な用途
展開を進めている燃料電池システム開発メーカーの方々をお招きし、
『水素社会の幕開け』と題してご講演いただきます。また、同時開催
として燃料電池自動車『ＭＩＲＡＩ』運転試乗会（要事前申込み）及
び成果品展示会を開催いたします。

● 講師　
　・経済産業省　資源エネルギー庁
　・神奈川県　産業労働局　エネルギー部　
　・日本フイルコン株式会社　
　・パナソニック株式会社　
　・トヨタ自動車株式会社　
● 開催日時　平成２７年 7月 22 日（水） 13:30 ～ 18:00
● 会　　場　サン・エールさがみはら　２Ｆ　ホール
● 募集人数　２００名（社）（先着順）　無料

＜イベントプログラム＞
13:30 ～ 16:30 燃料電池自動車試乗会 (MIRAI は神奈川県よりご提供 )
13:30 ～ 16:30 燃料電池システム開発メーカーなどの成果品展示

≪燃料電池自動車『ＭＩＲＡＩ』運転試乗会≫
　場所：株式会社さがみはら産業創造センター　ＳＩＣ-１　駐車場
　定員：運転試乗希望者２５名　　同乗希望者５０名
　　　　定員になり次第受け付けを終了いたします。
■参加申込み期限：７月１４日（火）１７時

●お申し込み　ホームページからお申し込み頂けます。
●お問合せ先：担当　永井

iPS 細胞が拓く未来とモノづくり企業

　今年度の南西フォーラムは「イノベーション」をテーマとして、首
都圏南西地域の中小企業が最新技術分野へ参入する可能性を探ってい
きます。 
　今回は第１弾として、iPS 細胞の事業化へ向けた最新動向及び関連
機器ビジネスへの参入について、㈱ iPS ポータルのプロダクト開発事
業部長である早乙女氏並びに iPS 関連産業への参入支援を行う「iPS
ビジネス促進拠点」の事務局長である山戸氏よりお話しを伺います。

● 内　　容　「iPS 細胞関連機器ビジネス参入のポイントと参入事例」
　　　　　　 「iPS 細胞の最新動向と創薬開発及び再生医療の今後」
● 開催日時　平成 27 年 7月 24 日 ( 金 )16 時 00 分－20 時 00 分
　　　　　　　( 受付 15：30 ～ )
● 会　　場　サン・エールさがみはら　2F 　ホール
● 募集人数　１５０名（申し込み順）　● 入場無料
●お申し込み・お問合せ先：SIC-１　山本・磯田

≪　ＳＩＣカイゼン・スクール　≫
ートヨタ式カイゼンを導入するためにー

　現場におけるカイゼン活動を知り尽くし、実践してきたカイゼン・
マイスターによる『ＳＩＣカイゼン・スクール』が今年も始まります。

●  講　　師　株式会社カイゼン・マイスター
● 会　　期　個別現場診断・課題ヒアリング（7月中旬より順次訪問）
　　　　　　 平成２７年９月５日（土）～１１月２１日（土）　７回
　　　　　　※「自動車メーカーが実践するカイゼン活動」を実際の
　　　　　　　現場で学ぶ実習も予定しています。
● 会　　場　ＳＩＣ-２大会議室・サン・エールさがみはら
● 対  象  者　製造業等の現場リーダー層の方など
● お申し込み・お問合せ先：   SIC-1    片山

○今月の掲載記事紹介○
　５月～６月の新聞紙上に掲載された企業をご紹介します。ご紹介する
記事は、ＳＩＣ-1 と 2に掲示していますので、ご覧ください。

　5月 1５日（金）　ミクロ吸盤応用研究所　　 ラベル新聞
　　　　　　　　　　-「粘着から吸着」で新規開拓　-　
    ６月 10 日（水）　高瀬総合法律事務所　　　  かながわ経済新聞 -
　　　　　　　　　　-「管理監督者」ってどんな存在！ -
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